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６．生体成分情報による生物種・産地鑑定とトレーサビリティ 
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テーマ概要 

道南地域でブランドを目指す水産生物資源（ガゴメ・イカ等）の種類や産地の偽装を判別若しくは鑑定する技

術の開発が急務である。そのため、過去の研究をベースに、DNA情報や元素情報に基づく判別技術および水産物

のトレーサビリティ実用化技術を開発し、信頼性・ブランドの確保を図る。また、得られた知見から、地域の分

析センターへの技術移転・簡易判別キット・トレーサビリティシステムの開発を目指す。 

 

研究の目的・必要性 

安心で安全な食糧供給を行うためにも、産地判別・保証を行うための技術開発は急務である。とりわけ、函館

地域においては、ガゴメ・イカを中心とした地域水産資源のブランド化の確立を推進しているため、本テーマは

他テーマとも密接に関連している。また、偽装事件が頻発する中、一次加工品を含めたトレーサビリティシステ

ムの普及は急務であり、地元加工・水産関連業への導入を計りたい。 

 

研究開発の内容 

(A) DNA情報による地域海藻類の判別技術の開発 

信頼性を高めるため、道南2地域から採集したガゴメにつ

いてミトコンドリアDNAを分析し、それぞれ全塩基配列であ

る約37,600bpを解読した。また、ガゴメ識別DNAマーカー

を設計するための候補領域を選定するため、他の海藻類の塩

基配列情報との比較解析を行った。簡易な分析とするため、

酵素を使った切断パターンによる識別法（CAPS 法）が利用

可能な領域を探索し、候補となる領域を見つけることができた

（図1）。現在、多産地および多個体のガゴメと多種海藻類につ

いてのDNA情報を蓄積し、さらに判別精度の高めるため複数の

領域からマーカーを開発しているところである。 

また、酵素を用いたDNA抽出法の検討を行っており、複数の

酵素を組み合わせることで海藻片が溶解され、細胞だけが遊離

することが分った（図2）。この方法により、DNAを効率よく抽

出でき、抽出工程の簡易化が可能と考えられたため、今後、こ

れらの結果を基に抽出技術のキット化を目指している。 

本研究において、得られた判別手法の基礎技術は、函館地域

図2. 酵素による海藻の溶解の様子 

海藻片から遊離した細胞 

図1. ガゴメと海藻類のDNAの比較 
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の他の水産物への応用も可能である。また、将来の地域コンブ産業における効率的な種苗管理や品種作出等の新

規な育種技術へも利用できる技術であると考えている。 

 

(B)成分情報による地域海藻類の判別技術の開発 

コンブ本体に含まれる微量な重金属元素を統計処理の一種である多変量解析する判別手法を開発した。食品衛

生法に基づいて分析手法を確立し、さらに量が少なく偏差の少ないコンブ本体の細胞内に含まれる微量な重金属

の分析手法を確立した。共分散行列を応用し各元素の寄与を主成分2種にまとめる手法である。それを用いて中

国等の外国産を含む距離の離れている海域のマコンブ類の判別が可能となった（図3）。判別技術は確立したが、

まだ元素数が多いので元素を減らし、簡易法まで達成したい。一方、ガゴメコンブ類は、種の偽装が想定される

生産地の離れたトロロコンブ属については判別可能となった（図4）。今後は、最も偽装が疑われるコンブ加工品

の原産国判別のため、コンブ本体の微量な重金属元素に絞り、高次の加工による調味料等の洗浄技術を高めたい。 

成果として得られた新規な技術情報については、簡易判別等の手法そのものだけでなく、特に加工食品に対す

る洗浄等の周辺技術に関する特許出願・技術移転等を行うことにより事業化への対応を図る。地域の産地保証に

関する認定機関の設立等の発展も視野に入れている。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(C)ブランドを形成する水産物トレーサビリティの実用技術の開発 

トレーサビリティの信頼性を増すために、QRコードの偽装を防ぐ新しいコード生成技術について研究を行った。 

コストゼロでトレーサビリティラベルの偽装を防ぐ技術を実用化することを目的に、今年度は前年度の QR コー

ド自体へ暗号化情報を載せる技術をさらに発展させ、ラベルの任意の場所に複写機コピーで消失するような暗号

偽装防止パターンを用意する技術を確立した。今後は、安価な偽装検出装置を携帯電話へ実装し、普及化を目ざ

図3. 重金属分によるマコンブ類の

主成分分析結果における散布図 
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の主成分分析結果における散布図 
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す。また、トレーサビリティシステムの普及のための帳票業務との融合については、プログラム開発をほぼ終え、

次年度で実応用と商品化を目指す。19年度には、トレーサビリティシステムの普及と利用者への有用性、生産者

への導入メリットを実現させる技術として、Webのインタフェースによるトレーサビリティシステムへの生産者

からの情報発信支援システムを新開発した（図5）。これは青森県漁協での実用化に至ったが、今後はこれを販売

可能なパッケージ化し、一次加工品を含めた汎用システムとして地元加工・水産関連業への導入を図る予定であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5. 生産者からの情報発信支援システム 
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